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■新旧対照表 項目 「水道工事完成図作成の標準」  頁 2,9 
改定箇所 

現行（令和４年９月） 改定（令和５年９月） 

第１ 一般事項 

４ 工事完成図の種類 
(14) その他 

    ※1縦断図については、布設管路表示口径 400 ㎜以上から作成する。 

    ※2 権利関係の諸手続きが生じた工事については、監督員の指示に従い土地使用承諾書等の関係

書類（PDF データ等の写し）を図面化する。 
 

 

第３ 工事区分による完成図の製図 
１ 管新設工事及び既設管撤去工事 
（1）完成図の綴じ方及び標題欄について 

ア 各種完成図の綴じ順を下記に示す。 

工事場所が１地点の場合 

 （工事名例：○○町○丁目口径○○mm（から○○mm）配水管○○○○工事） 

 

１、案内図 

２、平面図 

３、縦断図（口径 400mm 以上について作成） 

４、布設位置断面図 

５、各種構造図及び詳細図（設計図面に準拠） 

６、配管図 

７、材料表 

８、各種オフセット図 

９、口径 50mm 以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図（共用止水栓ｵﾌｾｯﾄ図含む） 

 

※ 「５ 各種構造図及び詳細図」の綴じ込み順は監督員の指示により変更できる。 

※  地盤改良、残置仮設等の詳細図は監督員の指示により作成する。 

 

 

 

第１ 一般事項 

４ 工事完成図の種類 
(14) その他 

    ※1縦断図については、布設管路が導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm

以上の配水管）において作成する。 

    ※2 権利関係の諸手続きが生じた工事については、監督員の指示に従い土地使用承諾書等の関係

書類（PDF データ等の写し）を図面化する。 

 

第３ 工事区分による完成図の製図 
 １ 管新設工事及び既設管撤去工事 
（1）完成図の綴じ方及び標題欄について 

ア 各種完成図の綴じ順を下記に示す。 

工事場所が１地点の場合 

 （工事名例：○○町○丁目口径○○mm（から○○mm）配水管○○○○工事） 

 

１、案内図 

２、平面図 

３、縦断図（導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配

水管）について作成） 

４、布設位置断面図 

５、各種構造図及び詳細図（設計図面に準拠） 

６、配管図 

７、材料表 

８、各種オフセット図 

９、口径 50mm 以下取付替ｵﾌｾｯﾄ図（共用止水栓ｵﾌｾｯﾄ図含む） 

 

※ 「５ 各種構造図及び詳細図」の綴じ込み順は監督員の指示により変更できる。 

※  地盤改良、残置仮設等の詳細図は監督員の指示により作成する。 

 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく縦断図作成基

準の変更 
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■新旧対照表 項目 「水道工事完成図作成の標準」  頁 12,13,17,18,19,22 
改定箇所 

現行（令和４年９月） 改定（令和５年９月） 

1－1 各完成図の作図について 

(2) 平面図  

ケ 継手情報・幹線名の表示 

継手情報は、継手の形式を表示する。形式が複数ある場合は、布設延長が長い形式とする。幹

線名は、口径 400mm 以上を対象とし、名称については監督員に確認して表示する。 

 

 

  (3) 縦断図（口径 400mm 以上の工事から作成） 

 

 

(6) 配管図 

ウ 記入項目 

(ｱ) 新設管路 

ｄ 弁・栓類等 

仕切弁、消火栓等の弁・栓類は、引出し線により次の事項を記入する。 

(a) 仕切弁 

「口径」と指定の「略称」又は「名称」及び「材質（略称でもよい）」「回転数（口径 400mm

以上）」を記入し「通し番号」をつける。ただし、簡易不断水用仕切弁の「通し番号」は

不要。 

 なお、口径 400mm 以上は「製造業者名」を記入する。 

 

  (7) 材料表 

イ 材料表の区分及び記載要領 

(ｲ) 新設管等材料表 

ｄ 使用する材料で口径 400mm 以上は、管種、弁・栓類の製造業者名を記入する。 

 

 

図３  総 合 内 訳 表 の 標 準 寸 法 
口径 400mm 以上の工事がある場合の１例 

 

1－1 各完成図の作図について 

(2) 平面図  

ケ 継手情報・幹線名の表示 

継手情報は、継手の形式を表示する。形式が複数ある場合は、布設延長が長い形式とする。幹

線名は、導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配水管）を対象と

し、名称については監督員に確認して表示する。 

 

(3) 縦断図（導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配水管）の工事か

ら作成） 

 

(6) 配管図 

ウ 記入項目 

(ｳ) 新設管路 

ｄ 弁・栓類等 

仕切弁、消火栓等の弁・栓類は、引出し線により次の事項を記入する。 

(a) 仕切弁 

「口径」と指定の「略称」又は「名称」及び「材質（略称でもよい）」を記入し「通し番 

号」をつける。ただし、簡易不断水用仕切弁の「通し番号」は不要。 

       なお、導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配水管） 

は、「回転数」「製造業者名」も記入する。 

 

(7) 材料表 

イ 材料表の区分及び記載要領 

(ｴ) 新設管等材料表 

ｄ 導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配水管）の工事で

使用する材料は、管種、弁・栓類の製造業者名を記入する。 

 

図３  総 合 内 訳 表 の 標 準 寸 法 
    導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配水管）の工事での１例 

 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく平面図の幹線

名明示基準の変更 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく縦断図作成基

準の変更 

 

 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく配管図の仕切

弁記入事項の基準の変

更 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく材料表記載事

項の基準の変更 
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■新旧対照表 項目 「水道工事完成図作成の標準」  頁 24 
改定箇所 

現行（令和４年９月） 改定（令和５年９月） 

1－1 各完成図の作図について 

(8) 各種オフセット図 

ウ オフセット測定場所の基準 

(ｱ) Ｔ字管の分岐点（口径 75mm 以上） 

(ｲ) 連絡ヶ所（引出し線で表示） 

(ｳ) 曲管 45 ﾟ以上（口径 400mm 未満）、11°1/4 以上（口径 400mm 以上） 

ただし、他の埋設物に伴う短距離の切廻しを除く。また、測定場所が同一図面内に多数

存在する場合「布設位置オフセット表示（平面図 DP,OP）」を併用して測定場所を減らして

もよい。 

(ｴ) 新設管の管末（当該工事の施工により出来た既設管の管末を含む） 

(ｵ) 使用廃止管及び使用休止管の占用位置（始点、終点） 

(ｶ) その他、変化点でオフセット表示が望ましい点 

注）一般の道路平行部分の布設位置オフセットは、「布設位置オフセット表示」により平面

図内に直接記入することができる。 

(ｷ) バタフライ弁、仕切弁；引き出し線により、「口径」と指定の「略称」又は、「名称」を

記入し「通し番号」をつける。 

(ｸ) 消火栓、洗浄栓、空気弁付消火栓等は引き出し線により、「口径」と指定の「略称」を記

入し「通し番号」をつける。 

(ｹ) 空気弁 

(ｺ) 流量計 

(ｻ) その他の付属施設のボックス 

 

1－1 各完成図の作図について 

(8) 各種オフセット図 

ウ オフセット測定場所の基準 

(ｱ) Ｔ字管の分岐点（口径 75mm 以上） 

(ｲ) 連絡ヶ所（引出し線で表示） 

(ｳ) 曲管 45 ﾟ以上（口径 400mm 未満） 

ただし、他の埋設物に伴う短距離の切廻しを除く。また、測定場所が同一図面内に多数

存在する場合「布設位置オフセット表示（平面図 DP,OP）」を併用して測定場所を減らして

もよい。 

     (ｴ) 11°1/4 以上（導水管、送水管及び配水本管（一部の口径 300mm を含む 400mm 以上の配

水管）） 

(ｵ) 新設管の管末（当該工事の施工により出来た既設管の管末を含む） 

(ｶ) 使用廃止管及び使用休止管の占用位置（始点、終点） 

(ｷ) その他、変化点でオフセット表示が望ましい点 

注）一般の道路平行部分の布設位置オフセットは、「布設位置オフセット表示」により平面

図内に直接記入することができる。 

(ｸ) バタフライ弁、仕切弁；引き出し線により、「口径」と指定の「略称」又は、「名称」を

記入し「通し番号」をつける。 

(ｹ) 消火栓、洗浄栓、空気弁付消火栓等は引き出し線により、「口径」と指定の「略称」を記

入し「通し番号」をつける。 

(ｺ) 空気弁 

(ｻ) 流量計 

(ｼ) その他の付属施設のボックス 

 

〇口径 400mm を基準と

した「配水本管」及び

「配水支管」の取扱い

の変更について（通知）

に基づく各種オフセッ

ト図測定場所の基準の

変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


